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」であり，それは「資本制的生産過程
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労働」し，その生産物が「資本家の所有物であって
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または財の生産
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は，さしあたり，どの規定された社会的形
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―吾々がその簡単で抽象的な
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諸契機において叙述してきたような労働過程
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または労働そのもの
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と労働対象
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とは共に生産手段
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として現象し，労働そのものは生産的労働
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諸生産過程において・計画的に相並び相共に労働する
多数者の労働の形態
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となる。24）」
　　 　「価値増殖過程にある資本─生産的資本
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労働する」ことを余儀なくされている。その当然の帰結として「生産物は資本家の
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所有物であって
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であるばかりで
なく，本質的には剰余価値の生産
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，または資本の自己増殖に役だつ労働者のみが生
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産的である
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，すなわち不払労働を対象化する過程
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する労働が生産的なものである
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，すなわち不払労働を対象化する過
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労働する」のである。その結果「生産物は
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，資本家の所有物であって
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であるばかりで
なく，本質的には剰余価値の生産
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である」「資本家のために剰余価値を生産する労働者…











１） Karl Marx  Das Kapital  Bd. I.  S.195.　『資本論』　長谷部文雄訳　青木文庫　第２分冊　343ページ。以下，原書，
訳本はすべてこれを用いる。訳文は長谷部氏のものを参照するが，必ずしもこれにとらわれるものではない。傍
点─原文イタリック体。以下─同様。
２）Ebenda  Bd. I.  S.203.　青木文庫　第２分冊　355ページ。
３）Ebenda  Bd. I.  S.206.　第２分冊　358ページ。
４）Ebenda  Bd. I.  S.194.　第２分冊　343ページ。
５）Ebenda  Bd. I.  S.194.　第２分冊　342ページ。
６）Ebenda  Bd. III.  S.222.　第９分冊　291ページ。
７）Ebenda  Bd. II.  S.52.　第５分冊　75～76ページ。
８）Ebenda  Bd. I.  S.193.　第２分冊　341ページ。
９）Ebenda  Bd. I.  S.185.　第２分冊　329ページ。
10）Ebenda  Bd. I.  S.192.　第２分冊　339ページ。
11）Ebenda  Bd. I.  S.186.　第２分冊　331ページ。
12）Ebenda  Bd. I.  S.189.　第２分冊　335ページ。馬場雅昭『流通費用論の展開』31ページ。
生産的労働についての一考察
Page:11無断転載禁止　
阪南論集　社会科学編 Vol. 46 No. 1
72
13）Ebenda  Bd. I.  S.189.　第２分冊　335ページ。傍線─引用者。以下─同様。
14）Ebenda  Bd. I.  S.189.　第２分冊　334ページ。
15）Ebenda  Bd. I.  SS.533～534.　第３分冊　804ページ。
　　より詳しくは，以下の通りである。
　　 　「……資本のもとへの労働の実質的包摂




3 3 3 3 3 3 3 3 3
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がますます総労働過程の実際の遂行者
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である総生産物
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